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～毎
まい

月
つき

19日
にち

は食
しょく

育
いく

の日
ひ

～ 

令
れい

和
わ

７年
ねん

６月
がつ

号
ごう

 

豊
とよ

川
かわ

市
し

立
りつ

三
さん

蔵
ぞう

子
こ

小
しょう

学
がっ

校
こう

 栄
えい

養
よう

教
きょう

諭
ゆ

 

 

みくらし 

食
しょく

事
じ

をゆっくりよくかんで、味
あじ

わって食
た

べてい

ますか？ よくかむことは、食
た

べ物
もの

本
ほん

来
らい

の味
あじ

がわか

っておいしく感
かん

じられるだけでなく、虫
むし

歯
ば

や肥
ひ

満
まん

を

防
ふせ

ぐことにつながるなど、健
けん

康
こう

づくりの第
だい

一
いっ

歩
ぽ

で

す。６月
がつ

４
よっ

日
か

〜10
とお

日
か

は「歯
は

と口
くち

の健
けん

康
こう

週
しゅう

間
かん

」で

す。食
た

べるときはよくかむことを意
い

識
しき

して、食
た

べた後
あと

はしっかり歯
は

を磨
みが

き、健
けん

康
こう

な歯
は

と口
くち

を保
たも

ちましょ

う。 

「人
じん

生
せい

100年
ねん

時
じ

代
だい

」といわれるようになりました。 生
しょう

涯
がい

にわたって、心
しん

身
しん

ともに健
けん

康
こう

で生
い

き生
い

きと暮
く

らしていくため

に、あらゆる世
せ

代
だい

の人
ひと

が「食
た

べる 力
ちから

」を身
み

につける必
ひつ

要
よう

があります。特
とく

に、子
こ

どもたちに対
たい

しては、健
けん

全
ぜん

な 心
こころ

と 体
からだ

を 培
つちか

い、豊
ゆた

かな人
にん

間
げん

性
せい

を 育
はぐく

んでいく基
き

礎
そ

となる「 食
しょく

育
いく

」を、家
か

庭
てい

・学
がっ

校
こう

・地
ち

域
いき

が連
れん

携
けい

し、推
すい

進
しん

していくことが 重
じゅう

要
よう

です。 

 

心
こころ

と身
しん

体
たい

の健
けん

康
こう

を維
い

持
じ

で

きる 

 

食
しょく

事
じ

の 重
じゅう

要
よう

性
せい

や楽
たの

しさを理
り

解
かい

する 

食
た

べ物
もの

の選
せん

択
たく

や 

食
しょく

事
じ

づくりができる 

 

一
いっ

緒
しょ

に食
た

べたい人
ひと

がいる

（社
しゃ

会
かい

性
せい

） 

日
に

本
ほん

の 食
しょく

文
ぶん

化
か

を理
り

解
かい

し

伝
つた

えることができる 

食
た

べ物
もの

やつくる人
ひと

へ

の感
かん

謝
しゃ

の 心
こころ

 

 

買
か

い物
もの

や 料
りょう

理
り

など、 

一
いっ

緒
しょ

に 食
しょく

事
じ

の支
し

度
たく

をする 

家
か

族
ぞく

や仲
なか

間
ま

と楽
たの

しく

食
しょく

卓
たく

を囲
かこ

む 

地
ち

域
いき

の 郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

や

行
ぎょう

事
じ

食
しょく

を味
あじ

わう 



 

 

 

 

★牛
ぎゅう

乳
にゅう

を飲
の

もう 

★調
ちょう

理
り

実
じ っ

習
しゅう

が始
はじ

まりました 
５、６年

ねん

生
せい

の家
か

庭
てい

科
か

の授
じゅ

業
ぎょう

で調
ちょう

理
り

実
じっ

習
しゅう

が始
はじ

まりました。緑
りょく

茶
ちゃ

の入
い

れ方
かた

から始
はじ

め、だんだん

とレベルアップしています。子
こ

どもたちは、慣
な

れない包
ほう

丁
ちょう

や火
ひ

の扱
あつか

いに戸
と

惑
まど

いつつも、おいし

く作
つく

れるよう一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

頑
がん

張
ば

っています。 

みなさん、給
きゅう

食
しょく

の牛
ぎゅう

乳
にゅう

をどれぐらい飲
の

んでいますか？毎
まい

日
にち

給
きゅう

食
しょく

室
しつ

で残
のこ

った牛
ぎゅう

乳
にゅう

を回
かい

収
しゅう

してい

ますが、最
さい

近
きん

牛
ぎゅう

乳
にゅう

の残
のこ

りが多
おお

いように感
かん

じます。将
しょう

来
らい

の健
けん

康
こう

のためにも、栄
えい

養
よう

満
まん

点
てん

の牛
ぎゅう

乳
にゅう

をしっか

り飲
の

み、毎
まい

日
にち

コツコツ、カルシウムの貯
ちょ

金
きん

をしましょう。 

 

カルシウムは、豆
とう

腐
ふ

などの大
だい

豆
ず

製
せい

品
ひん

やひじきなどの海
かい

そう、小
こ

魚
ざかな

などにもたくさんふく

まれています。飲
の

むとおなかが痛
いた

くなるなど、事
じ

情
じょう

があって牛
ぎゅう

乳
にゅう

が飲
の

めない人
ひと

は、この

ようなカルシウムを多
おお

く含
ふく

む食
しょく

品
ひん

を積
せっ

極
きょく

的
てき

にとるのがおすすめです。 

 

４ 

２ １ 

３ 

おいしく 

作
つく

れたよ！ 

上
じょう

手
ず

に 

切
き

れるかな？ 


